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 本稿は、1791 年に発表された「女性及び女性市民の権利宣言」の著者として知られるオ

ランプ・ドゥ・グージュが、これに先立つ 1783 年、彼女の処女作として執筆した戯曲『ザ

モールとミルザ、あるいは幸福な難破』及び、二度の改訂を経て『黒人奴隷制、あるいは

幸福な難破』という題名で完成されたこの戯曲の検討をもとに、当時の紙誌や、グージュ

によって書かれた手紙なども史料として用い、グージュが「女性の権利」を主張する以前

から持っていた人権思想、即ち「黒人奴隷」と「非嫡出児」に対する問題の提起に着目し

た上で、戯曲の上演を巡るコメディ＝フランセーズとの確執や、上演後の反響が、彼女の

思想に与えた影響について論じたものである。  
 オランプ・ドゥ・グージュに関する従来の研究においては、「女性及び女性市民の権利宣

言」にのみ焦点が当てられることが多く、それ故、「フェミニズムの先駆者」としてのイメ

ージばかりが先行し、彼女がそれ以前から戯曲の主題に選び、問題を世に訴えていた黒人

奴隷制度に関する思想については、グージュの女性の権利に関する思想に付属するものと

して扱われ、あるいは無視されることすらある。また、戯曲『黒人奴隷制』について論じ

た研究者たちのほとんどに、グージュの黒人奴隷及び、黒人奴隷制度に関する思想、女性

の権利に関する思想、そして革命に関する思想を別個に、あるいは全て並列させて捉える

傾向があった。  
 しかしながら、3 つのテクストを検討してゆくと、いずれのテクストにもテーマとして

「女性の権利」を示唆する台詞も場面もない。彼女が女性の権利に対する思想に目覚めた

きっかけは、戯曲の上演後、「あごにひげがない」作家を酷評する記事が新聞に掲載された

経緯にあったと思われる。その数か月前に発布された「人及び市民の権利宣言」が巧みに

隠した不平等を暴露する「女性及び女性市民の宣言」の構想は、その後に練り上げられた

ものであろう。そして、「人」の枠組みから「女性」を弾き出す革命政府そのものに対する

不信感から、これに異議を唱えるために革命に参加したのではないかという、彼女の思想

の変遷を仮説として提示することができるのである。  
 オランプ・ドゥ・グージュは、革命政府をもってしてもすぐには決議できなかった「非

嫡出児の相続権（1793 年 6 月 3 日決議）」と「黒人奴隷制度の廃止（1794 年 2 月 4 日に最

初の決議）」の問題を早くから提起し、また、「女性」を「人」に含めない彼らの不平等の

実態を暴き、『三つの投票箱』という連邦制を支持するビラによってモンターニュ派の理念

である共和制に異議を唱えた人物であった。グージュの膨大な著作の中には、フランス革

命期の人権思想だけではなく、革命政府が隠そうとした負の側面を明らかにする性質が含

まれていることが予想され、さらなるグージュ研究の前進の、可能性と必要性とを示すこ

とができるのである。  




